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秋号
人と暮らし、環境に優しい福祉社会の実現

労福協だより

労福協だより

㈳静岡県労働者福祉協議会

県労福協 地域・地区代表者会議
全労済県本部第2回代表者会議
県司法書士会の取組み
ろうきん職員における災害支援の取組み
県知事へ要望書提出
地区労福協  新会長の紹介
ＬＳＣセミナーのお知らせと活動報告

新 企 画
事業団体職員・労福協役員へ贈る

自主福祉運動の歩み自主福祉運動の歩み
人物登場地区労福協三役の

23地区リレートーク
新 企 画

1811S002

全労済は、営利を目的としない保障
の生協として共済事業を営み、組合
員の皆さまの安心とゆとりある暮らし
をめざしています。出資金をお支払い
いただいて組合員になれば、各種共
済をご利用いただけます。

〒420-0839 静岡市葵区鷹匠2-13-4　☎054-254-1180

東部支所（共済ショップ沼津店） 〒410-0046 沼津市米山町11-24　　　　☎055-923-1755
中部支所（共済ショップ静岡店） 〒420-0839 静岡市葵区鷹匠2-13-4　　☎054-254-3312
西部支所（共済ショップ浜松店） 〒430-0929 浜松市中区中央3-15-37  ☎053-453-5888

先進医療にも、
入院・通院や手術にも
手厚い保障です。

医療安心タイプ
入院

月々の
掛　金

手術 先進
医療 通院 死亡

重度障がい

2,300円

私
、泣
き
虫

な
ん
で
す
。

県労福協 地域・地区代表者会議
全労済県本部第2回代表者会議
県司法書士会の取組み
ろうきん職員における災害支援の取組み
県知事へ要望書提出
地区労福協  新会長の紹介
ＬＳＣセミナーのお知らせと活動報告
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7
月
　
日（
木
）、静
岡
市
内
ホ
テ
ル
ア
ソ
シ

ア
で
、全
労
済
静
岡
県
本
部
第
2
回
代
表
者
会

議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
冒
頭
、佐
竹
本
部
長
が
挨
拶
に
立
ち
、

①
東
日
本
大
震
災
と
静
岡
県
東
部
地
震
で
は
、

迅
速
な
共
済
金
支
払
い
に
向
け
県
本
部
の
総
力

を
あ
げ
た
取
組
み
を
し
て
き
た　

②「
住
ま
い

と
暮
ら
し
の
防
災
・
保
障
点
検
運
動
」で
は
、約

2
割
の
方
が
無
保
障
で
あ
っ
た
。今
後
は
無
保

障
者
解
消
へ
の
取
組
み
を
強
化
し
た
い　

③

2
0
1
0
年
度
の
給
付
状
況
と
全
国
に
お
け
る

県
本
部
の
事
業
的
地
位　

④
今
後
す
す
め
る

中
期
経
営
政
策
・
静
岡
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
プ
ラ
ン

（
S
O
P
）な
ど
に
つい
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
静
岡
労
済
の
第
56
回
通
常
総
代
会

が
開
催
さ
れ
、引
き
続
き
全
労
済
静
岡
県
本
部

の
第
２
回
代
表
者
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

代
表
者
会
議
で
は
組
合
員
代
表
者
４
名
か
ら
発

言
が
あ
り
、す
べ
て
の
付
議
事
項
は
提
案
通
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
発
言
は
、震
災
対
応
へ
の
職
員
の
精
力

的
な
取
組
み
に
対
す
る
感
謝
の
声
や
迅
速
で
予

想
以
上
の
共
済
金
を
手
に
し
た
組
合
員
の
声
、

今
後
も
展
開
さ
れ
る
住
ま
く
ら
運
動
・
無
保
障

者
解
消
運
動
へ
の
期
待
、今
後
の
地
域
推
進
活

動
に
関
す
る
質
問
・
要
望
、火
災
共
済
の
空
き

家
契
約
条
件
緩
和
、低
・
未
利
用
団
体
対
策
強

化
の
要
望
な
ど
で
し
た
。多
く
の
意
見
・
要
望
は

労
済
運
動
へ
の
期
待
の
大
き
さ
の
裏
返
し
で
も

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
県
本
部
長
、
執
行
役
員
、
経
営
委
員
、

業
務
検
査
委
員
の
選
任
で
は
、
全
28
名
中
11
名

の
交
代
が
あ
り
ま
し
た
。

す
べ
て
の
付
議
事
項
が

終
了
し
た
後
、
県
本
部

専
務
執
行
役
員
を
退
任

し
た
安
久
津
正
幸
氏
と

新
任
さ
れ
た
渡
邉
顕
治

氏
か
ら
感
謝
と
決
意
が

延
べ
ら
れ
ま
し
た
。

佐竹本部長

新役員が選任されました

（参考）東日本大震災関係給付状況 （全国計、金額単位：千円）

（生命系を除き8月29日現在）

件数

金額

火災共済 　自然災害共済　　　傷害費用共済金 生命系共済

119,235

30,487,229

67,244

63,243,718

　　139

333,600

588

3,142,588

＊合計で約 972億円の共済金が、被災者に届けられました。

　
２
０
１
０
年
度
の
事
業
状
況
は
、
こ
く
み
ん

共
済
と
団
体
生
命
共
済
が
加
入
者
の
年
齢
満

了
等
に
よ
り
大
き
く
減
少
し
厳
し
い
も
の
で
し

た
が
、
国
難
と
も
言
え
る
未
曽
有
の
東
日
本
大

震
災
を
経
験
し
、
相
互
扶
助
・
助
け
合
い
の
精

神
の
大
切
さ
を
改
め
て
痛
感
し
た
年
で
も
あ
り

ま
し
た
。
働
く
仲
間
の
相
互
扶
助
で
あ
る
共
済

事
業
の
優
れ
た
点
に
つい
て
、
更
に
多
く
の
方
に

知
って
い
た
だ
き
加
入
者
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を

願
って
や
み
ま
せ
ん
。

前専務理事
安久津正幸 氏
前専務理事新任の専務理事

渡邉顕治 氏 
新任の専務理事
渡邉顕治 氏 

佐竹本部長全労済県本部　
第2回 代表者会議開催さる

28

Zenrosai

磐田地区
鳥居氏

伊豆地域
土屋氏

富士宮地区
小林氏

島田榛北地区
片山氏

袋井地区
高橋氏

静岡地区
大石氏

静岡地域
福居氏

北駿地区
松永氏

清水地区
寺岡氏

湖西地区
竹本氏

小笠南地区
小田氏

磐田地区 伊豆地域 富士宮地区 島田榛北地区
片山氏

袋井地区
高橋氏

静岡地域 静岡地区 北駿地区 清水地区 湖西地区 小笠南地区
小田氏

財政検討委員会  島村委員長

　

地
域
・
地
区
と
の
連
携
強
化
の
た
め
の
会
議

第一弾
と
し
て
の「
代
表
者
会
議
」が
8
月
29
日（
月
）

静
岡
市
内〝
あ
ざ
れ
あ
〞で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
の
地
域
地
区
よ
り
25
名
の
代
表
者
お
よ
び

検
討
委
員
な
ど
合
計
37
名
に
集
ま
っ
て
い
た
だ

き
、財
政
検
討
委
員
会（
委
員
長
、島
村
昌
宏
氏
）

が
ま
と
め
た　
①
地
区
労
福
協
への
助
成
金
見
直

し
と
②
地
域
・
地
区
役
立
資
金
の
活
用
基
準
に

つい
て
議
論
い
た
だ
き
ま
し
た
。地
域
地
区
に
とっ

て
関
心
の
高
い
議
題
で
し
た
の
で
、多
く
の
方
か

ら
質
問
・
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

地
区
労
福
協
へ
の
助
成
金
見
直
し
に
つ
い
て

は
、そ
の
額
が
大
き
く
減
少
す
る
地
区
か
ら
も

基
本
的
に
は
賛
成
の
立
場
で
の
意
見
で
あ
り
、提

案
ど
お
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。な
お
、最
終
的
な

確
認
は
2
0
1
2
年
6
月
の
県
労
福
協
総
会
で

行
い
、2
0
1
2
年
度
か
ら
適
用
す
る
提
案
内

容
と
なって
い
ま
す
。

　

地
域
・
地
区
拠
点
づ
く
り
資
金
の
活
用
基
準

に
つい
て
は
、ろ
う
き
ん
の
会
員
か
ら
拠
出
さ
れ
る

総
額
30
億
円「
地
域
役
立
資
金
」の
内
、県
労
福

協
が
あ
ず
か
る「
地
域
・
地
区
拠
点
づ
く
り
資

金
」（
9
億
円
）の
活
用
基
準
を
定
め
る
も
の
で

す
。ろ
う
き
ん
運
動
で
得
ら
れ
た
果
実
を
、今
後

の
運
動
の
拠
点
づ
く
り
に
如
何
に
し
て
有
効
活

用
す
る
か
、こ
ち
ら
も
多
く
の
質
疑
が
さ
れ
ま
し

た
。今
後
の
取
扱
い
は
、こ
の
案
を
地
域
・
地
区
に

持
ち
帰
り
、（
仮
称
）検
討
委
員
会
を
組
織
し
て

論
議
い
た
だ
く
こ
と
も
確
認
さ
れ
、そ
の
際
に
は

県
労
福
協
か
ら
も
参
加
表
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

発言された
代表者の方々

地
域
地
区
労
福
協

代
表
者
会
議
を
開
催

挨拶する平野理事長

会議の様子
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復
興
で
き
る
ま
で活

動
を
継
続
を

　

3
月
11
日
に
発
生
し
た
震
災
以
降
、協
同
組
織

の
福
祉
金
融
機
関
と
し
て
最
大
限
の
支
援
を
し

て
い
く
こ
と
を
3
月
理
事
会
に
て
決
定
。3
月
に

は
労
金
業
態
と
し
て
2
億
円
の
義
援
金
を
日
本

赤
十
字
社
へ
拠
出
し
、さ
ら
に
静
岡
労
金
と
し
て

（
公
財
）静
岡
県
労
働
者
福
祉
基
金
協
会
で
管
理

す
る
地
震
災
害
対
策
資
金
よ
り
、日
本
赤
十
字

社
と
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
へ
各
々
5
0
0
万
円

を
緊
急
拠
出
し
ま
し
た
。

　

役
職
員
カ
ン
パ
に
も
取
組
み
、業
態
で

4,
9
4
6
万
円
を
結
集
し
た
他
、県
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
協
会
か
ら
の
要
請
に
応
え
岩
手
県
遠
野
市
を

拠
点
と
す
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
への
職
員
参
加
、

毛
布（
3
月
・
2
0
0
枚
）や
タ
オ
ル・ハ
ン
カ
チ

（
6
月
・
1,
4
3
7
枚
）の
提
供
な
ど
を
関
連
団

体
と
連
携
し
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、金
融
機
能
面
で
は
、低
利
の
特
別
災

害
救
済
資
金
ロ
ー
ン
の
取
扱
い（
2
0
1
1
年
9

月
末
ま
で
受
付
）を
開
始
し
、あ
わ
せ
て
静
岡
労

金
融
資
利
用
者
で
被
災
さ
れ
た
方
への
相
談
・
支

援
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。預
金
関
連
で
は
、「
く

ら
し
応
援
定
期
＋（
プ
ラ
ス
）復
興
支
援
」を
取
り

扱
い（
2
0
1
1
年
6
月
〜
8
月
末
）し
、同
定

期
の
8
月
末
に
お
け
る
預
入
総
額
の
0.
0
5
％

相
当
額（
2
8
0
万
円
）を
、「
あ
し
な
が
育
英
会 

東
日
本
大
震
災
・
津
波
遺
児
募
金
」へ
寄
付
い
た

し
ま
し
た
。あ
わ
せ
て
、復
興
支
援
寄
付
の
仕
組

み
と
し
て
、「
あ
し
な
が
育
英
会　

東
日
本
大
地

震
・
津
波
遺
児
募
金
」口
座
振
替
サ
ー
ビ
ス
の
取

扱
い
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、6
月
〜
8
月
に
か
け
て
、被
災
し
た
東

北
労
金
に
延
べ
17
名
の
職
員
を
派
遣
し
、被
災
店

舗
を
中
心
に
被
災
さ
れ
た
方
への
相
談
な
ど
の
業

務
支
援
に
も
あ
た
り
ま
し
た
。

　

震
災
の
復
興
支
援
に
向
け
て
は
、今
後
も
息
の

長
い
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

労
金
で
は
働
く
人
た
ち
の
金
融
機
関
と
し
て
の
役

割
発
揮
に
、よ
り一層
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
静
岡
県
労
働
金
庫
総
合
企
画
部（
大
滝　

正
） 

静
岡
県
労
働
金
庫（
静
岡
労
金
）の

震
災
復
興
支
援
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

震
災
か
ら
２
週
間
後
の
３
月
25
日
、私
を
含
め

静
岡
の
司
法
書
士
有
志
６
名
が
、津
波
の
被
害
が

甚
大
な
宮
城
県
気
仙
沼
市
、南
三
陸
町
等
で
法

律
相
談
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。以
降
、基
本
的

に
は
毎
週
末
、全
国
の
有
志
の
協
力
を
得
て
、仮

設
住
宅
や
避
難
所
で
巡
回
法
律
相
談
を
行
って
い

ま
す
。

　

私
た
ち
の
活
動
の
特
徴
は
、遠
方
か
ら
の
支
援

で
も
っ
と
も
労
力
が
か
か
る
相
談
会
開
催
の
た
め

の
調
整
や
段
取
り
、広
報
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
含

め
た
体
制
を
継
続
的
に
確
立
し
て
い
る
点
に
あ
り

ま
す
。被
災
地
で
用
意
さ
れ
た
相
談
会
に
相
談
員

を
派
遣
す
る
の
で
は
な
く
、相
談
会
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
等
も
含
め
て
行
う
こ
と
で
被
災
地
の
み
な

さ
ん
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
く
し
、よ
り
迅
速
に

支
援
活
動
が
展
開
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま

す
。

　
こ
の
活
動
を
継
続
的
に
行
う
た
め
に
も
、市
街

地
か
ら
遠
く
法
律
家
の
支
援
が
届
き
に
く
い
気

仙
沼
市
本
吉
地
区
・
唐
桑
地
区
に
絞
っ
て
展
開

し
、現
在
ま
で
に
３
５
０
件
余
り
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。毎
週
同
じ
場
所
で
開
設
す
る
こ
と

で
地
元
の
み
な
さ
ん
の
信
頼
を
得
て
、土
地
勘
の

な
い
私
た
ち
も
地
域
事
情
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。今
で
は
地
元
商
工
会
か
ら
依
頼
さ
れ
本
吉
唐

桑
商
工
会
で
定
期
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。ア
ポ

イ
ン
ト
は
今
週
入
っ
た
チ
ー
ム
が
次
週
に
つ
な
い
だ

り
、オ
レ
ン
ジ
の
ユニ
ホ
ー
ム
で
チ
ー
ム
の
統
一感
を

出
し
な
が
ら
、引
き
継
ぎ
を
徹
底
し
て
継
続
的
に

相
談
に
乗
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　
８
月
27
・
28
日
に
は
私
自
身
４
回
目
の
気
仙
沼

巡
回
法
律
相
談
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。第
１
陣

の
３
月
25
日
に
比
べ
る
と
、見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い

に
片
付
い
て
い
る
地
域
も
あ
り
、復
興
に
向
け
た

確
か
な
歩
み
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。し

か
し
、地
盤
沈
下
で
ま
だ
海
水
が
引
い
て
い
な
い
な

ど
手
つ
か
ず
の
地
域
も
あ
り
ま
す
。気
仙
沼
市
は

仮
設
住
宅
の
数
が
足
り
ず
、暑
い
夏
の
中
、い
ま
だ

に
体
育
館
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方

も
い
らっ
し
ゃい
ま
す
。避
難
所
か
ら
仮
設
住
宅
に

移
り
、少
し
ず
つ
日
常
生
活
を
取
り
戻
す
過
程

で
、法
律
相
談
の
需
要
は
さ
ら
に
増
し
て
き
て
い

ま
す
。そ
の
声
を
遠
方
に
い
る
私
た
ち
が
い
か
に

身
近
に
受
け
止
め
て
支
援
し
続
け
ら
れ
る
か
。私

た
ち
は
こ
の
先
、復
興
で
き
る
ま
で
、雪
の
降
る
中

も
仮
設
住
宅
を
巡
って
活
動
を
継
続
し
て
い
く
覚

悟
で
す
。

シャンティ訪問
司法書士　芝知美さん

車座で相談を聴く

2011.3.17 毛布を集め県ボランティア協会へ2011.6.29 タオルケットなどを県ボランティア協会へ

災害ボランティア職員派遣

ア協会へ

静
岡
ろ
う
き
ん
の

震
災
復
興
支
援

あしなが育英会
東日本大震災・津波遺児募金
口座振替サービスの
取扱いを開始

司法書士　
芝 知美

静岡県司法書士会
司法書士

芝 知美

静岡県司法書士会

遠方からの
被災地支援の
あり方

遠方からの
被災地支援の
あり方
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まけない
ぞ！

岩手

がんばろう
、東北

まけないぞ！
岩手

がんばろう、東北

まけない
ぞ！

岩手

がんばろう
、東北

まけないぞ！
岩手

がんばろう、東北がんばろう、東北

　
「
消
費
者
行
政
の
充
実
」に
つ
い
て
は
昨
年
に

引
き
続
き
、地
区
労
福
協
か
ら
市
町
に
要
請
す

る
項
目
に
も
加
え
て
い
た
だ
き
県
下
統
一
的
に

要
請
い
た
だ
く
予
定
で
す
。地
方
消
費
者
行
政

活
性
化
基
金
の
静
岡
県
へ
の
交
付
金
9
億

3,
0
0
0
万
円
、そ
の
内
2
0
1
0
年
度
ま
で

の
活
用
は
3
億
9,
0
0
0
万
円
に
と
ど
ま
って

お
り
、期
限
も
迫
って
い
る
こ
と
か
ら
積
極
的
な

活
用
が
望
ま
れ
ま
す
。ま
た
、婚
活
事
業
は
前

回
「
県
が
支
援
す
る
イ
ベン
ト
」と
い
う
こ
と
か

ら
、安
心
に
つ
な
が
り
大
盛
況
と
な
っ
た
経
過
も

あ
り
継
続
を
要
請
し
ま
し
た
。こ
の
面
談
に
は

県
側
と
し
て
吉
林
経
済
産
業
部
長
他
2
名
も

同
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、連
合
静
岡
の
吉
岡
会
長
か
ら
は
雇
用

問
題
な
ど
政
策
・
制
度
に
つい
て
30
項
目
の
要
請

が
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
知
事
に

7
項
目
の
要
請

地区労福協の新会長に答えていただきました。
①新会長の抱負についてお聞かせください。
②最近、「感動したこと・嬉しく思ったこと」
　についてお聞かせください。
③「助け合い」から連想することは何でしょうか？
④ご当地イチオシの○○を教えてください。

地区労福協
新会長の紹介

年　　　齢 ： 51歳
出身組織名 ： スズキ労働組合
役 職 名 ： 中央執行委員長
モ ット ー ： 初心

①浜松地区の活動を継承し発展さ せ、
　会員相互の交流がさらに深まるよう
　に、がんばります。  
②日本女子サッカー代表チーム「なで
　しこジャパン」が決勝においてアメ
　リカを破りワールドカップで優勝し
　たこと。チームの仲間と自分を信じ
　劣勢になっても決してあきらめず
　結果を出した姿に感動。 
③労福協、労金、労済、労働組合etc、労の
　文字がつくものすべてを連想します。 
④浜松の鰻、どこのお店でも美味しい
　です。浜松に住んでいても毎日食べ
　ることはできませんが・・・・
  

トリイ　ツトム

鳥居 勤

年　　　齢 ： 46歳
出身組織名 ： ヤマハ発動機労働組合
役 職 名 ： 副中央執行委員長
モ ット ー ： いつも感謝の気持ちで
愛称・ニックネーム ： 
（昔からの友達から）きんちゃん

①すばらしい仲間がたくさんいます。
　地 域が明るくなるように、みんなで
　考え、より多くの人に活動に関わっ
　てもらえるようにしたい。 
②実はクレヨンしんちゃんの映画が好き
　で、DVDで何度も見ては感動？ してます。 
③人に支えられていることに感謝し
　て、他人に思いやりを持って接する
　ことかな。 
④ラグビートップリーグチームのジュビ
　ロ。清宮新監督を迎え、より熱い闘い
　が期待されます！ 必見の価値あり。 

ハギノ　ヒデタケ

萩野 秀剛

年　　　齢 ： 56歳
出身組織名：
　　東芝キヤリア労働組合富士支部
役 職 名：執行委員長
モ ット ー：
　　小さなことでも思いやりをもって
愛称・ニックネーム：
　　　　 もりもり（特定の方だけど）

①労福協会員、勤労者に対し「見える」
　「見せる」活動の展開をしたい。 
②1才５ケ月になる孫の仕草に日々感
　動。癒されます。  
③思いやり。相手の立場を自分に照ら
　して考えること。  
④富士は何と言っても“紙のまち”。 食
　べものでは“ゆで落花生”かな？

モリモト　タテオ

森本 建夫

年　　　齢 ： 44歳
出身組織名 ： 
　　　　静岡県教職員組合田方支部
役 職 名 ： 支部長
モ ット ー ： 協力協働
愛称・ニックネーム ： はぎちゃん

①田方地区の活動を継承し、地域で
　働く仲間の生活向上に向けて精一
　杯活動していきます。  
②なでしこジャパンのW杯優勝には、
　感動と勇気をもらいました。 
③ボランティア活動。東日本大震災の
　復興支援活動に10日間参加しまし
　た。
④わさび、しいたけ、いちご、鮎・・・。温
　泉で疲れを癒すのもいいですね。ど
　れも天城山や狩野川からの自然の
　恵みです。

フルカワ　マサアキ

古川 正明

年　　　齢 ： 40歳
出身組織名  ： 
    　トヨタ自動車労働組合東富士支部
役 職 名 ： 支部長
モ ット ー ： 
　　思いやりをもって、明るく、精一杯
愛称・ニックネーム ： いでちゃん

①裾野市に働く仲間、暮らす仲間が安 
　心・安全に暮らせるように取り組む。
②組合活動を通じ、組合員さんから
　「ありがとう」と感謝された時。
③お互いに思いやりの心を持って、支
　え合う。
④十里木の忠ちゃん牧場から見る
　富士山。絶景です。

イデ　サトル

井出 悟

New Leader

22
そ
う
だ
ろ
！　

        

だ
ろ
！

そ
の
T
シ
ャ
ツ
！

い
い
じ
ゃ
な
い

で
す
か
！

ジャー
ン！

災
害
支
援
の
T
シ
ャ
ツ
な
ん
だ
よ
。

僕
に
も

で
き
る

貢
献
さ
！

T
シ
ャ
ツ

買
っ
て

災
害
支
援

で
す
か
？

ナ
ル
ホ
ド
1枚2000円なんだけど、
800円が活動費と
義援金に回るのさ！

私
も
1
枚
ほ
し
い
な

フ
ム
フ
ム
。

  

あ
り
が
と
う
！

「LSCしずおか」で
斡旋しているよ。
電話は054-272-5430

川勝県知事に
要請書を渡す
平野理事長

要請書 要請内容を説明する平野理事長（中央）

（敬称略）

　

静
岡
県
労
福
協
の
平
野
理
事
長
は
、連
合
静

岡
の
吉
岡
会
長
と
共
に
8
月
24
日      

に
県
庁

内
で
川
勝
知
事
と
面
会
し
、例
年
行
って
い
る
行

政
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　

県
労
福
協
か
ら
の
要
請
項
目
は
7
項
目
、

①
消
費
者
行
政
の
充
実　

②
婚
活
事
業
への
支
援　

③
食
の
安
全・
安
心
推
進
条
例（
仮
称
）の
制
定

④
東
海
地
震
に
備
え
た「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」づ
く
り
への
支
援　

⑤「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
事
業
」の
福
祉
基
金

　

協
会
への
業
務
委
託　

⑥
地
域
役
立
事
業
への
支
援　

⑦「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
し
ず
お
か
」と　

　
「
福
祉
事
業
団
体
」への
広
報
支
援
で
す
。

（
水
）

裾野地区
労福協会長

富士地区
労福協会長

田方地区
労福協会長

浜松地区
労福協会長

磐田地区
労福協会長
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ＬＳＣ西部＆中東遠の活動報告            

「暮らし何でも相談」の相談件数は、年々
増加傾向にあり西部と中東遠事務所で
月に約100件弱の相談が寄せられるよう
になりました。今後も勤労者を始めとす
る一般市民の為に、スタッフ一同切磋琢
磨し精進してまいります。まずは、一人で
悩まずにお電話ください。

ＬＳＣ西部＆中東遠のセミナー・イベント活動報告
認知症の理解と
対応講座

▶ ▶ ▶ ▶ ▶▶▶▶ ▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶▶
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２０１０年度相談内容別

そ
の
他

資
格
取
得

N
P
O
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

墓
・
葬
儀

生
き
が
い

子
育
て
・
教
育

年
金
関
係

人
間
関
係

税
金
関
係

友
の
会
・
L
S
C

福
祉
・
介
護

就
職
関
係

融
資
・
生
活
資
金

医
療
・
保
険
・
補
償

労
働
問
題

環
境
関
係

借
地
借
家
・
不
動
産

家
庭
問
題

消
費
生
活

ク
レ
サ
ラ

心
の
悩
み

法
律
問
題

7月24日浜松地域情報
センターにて開催しまし
た。今回は、介護現場で
働く人達を対象に62名
の方に参加をいただき、
介護現場で働いていても
認知症予防と日常の対
応について情報が余りな
い中での講座で良かった
との好評をいただきまし
た。

親子
おこづかい教室

7月30日コープ掛川緑ヶ丘
店にて開催しました。今回
は、親子10組の参加者が
おこづかいをゲームをしなが
ら計画的にどのように使うか
お金の大切さについて学び
親は子供へのおこづかいの
渡し方等について笑顔が絶
えないおこづかい教室でし
た。また、最後にお子さん達
に修了証書が渡されました。

親子
ふれあい大会

8月13日村櫛海岸の海の
家を貸切、親子で貝拾い
やスイカ割やゲーム・バー
ベキューをして一日を楽し
く過ごしました。小さな子供
さんもバケツ一杯の貝を
広い、スイカ割では親が一
生懸命子供の向きを大声
で修正する姿も見られ微
笑ましいひと時を過ごす事
が出来たと思います。

●11月20日　13：30～　
　磐田市総合健康福祉会館（iプラザ）
●12月18日　13：30～　
　浜松市労政会館（浜松商工会館7階）
●1月22日　13：30～　
　磐田市総合健康福祉会館（iプラザ）

●申込・問合せ　
ライフサポートセンターしずおか西部　
9：00～17：00　電話053-466-6307

※11月20日と12月18日は同じ内容の講座です。会場が違うだけです。
　都合の良い日程をお選び下さい。

認知症予防講座
なぜなる？ どうする？ 認知症

・認知症研究の最先端情報
・認知症のメカニズム
・認知症の診断と対応方法について

・認知症の自己診断テスト
・認知症の人の対応の仕方
・老化廃用型認知症の防ぎ方と
　日常生活の対応の仕方

ライフサポートセンターの
ブログアドレス

http://lifesc.blog102.fc2.com/
検索サイトからもご覧いただけます。

静岡 054-288-3715

浜松 053-461-3715

沼津 055-922-3715
藤枝 054-646-6055

相談ダイヤル 受付は平日
9：00～17：00

磐田 0538-33-3715

ライフサポートセンターしずおか 検索

お近くの相談窓口へ。
皆様のご利用をお待ちしております。

参加費
無料 　3月11日の東日本大震災から既に半年、「現地では今でも

この震災で大変な状況に置かれていることを多くの方に伝
えてほしい」「私達のことを忘れないでほしいと」の声を耳に
したことから、セミナー開催時には、静岡県ボランティア協会
が毎週派遣している静岡県災害ボランティアの活動報告写
真展示と、ボランティア団体『遠野まごころネット』が制作した
復興支援Ｔシャツの紹介をしています。
Ｔシャツは『まけないぞ！ 岩手 がんばろう東北』とプリントさ
れており、価格は￥2,000（内、被災地支援活動のための活
動費￥500と義援金￥300を含む）
お問い合わせは、本部事務所054-272-5430まで。
なお、ブログでは東日本大震災に関するボランティア活動報
告などを掲載しております。

静岡大学法科大学院で教鞭をとる弁護士が、法律に関するト
ラブルなどのご相談に応じます。尚、相談の際には、大学院生
が同席させていただきます。

◎金（GOLD）の買取では、「お宅に貴金属があれば買い取
　ります」と訪問し、不当に安く買い取る。（これは被害者が
　売る立場になるため、クーリング・オフは効きません。）
◎「廃品回収」と訪問し、トラックに載せた後で法外な請求。
◎「戦時中の苦労話を聞かせてほしい」と言って”高額本”
　の訪問販売。
◎未公開株の購入を勧め買わせる。さらに、この被害にあっ
　た人に「損害金を取り返してあげます」と言って更にお金
　を払わせる（二次被害）。
◎裁判所通知を装う偽装往復ハガキ。（裁判所からの通知
　は封書が使用される）
◎粗悪なカニなどの販売（食品も購入した状況によっては
　クーリング・オフが可能です）
悪質商法は、手を変え品を変え忍び寄ってきます。東日本大
震災後も便乗商法などが増えています。お気を付けくださ
い。

無料法律
相談会

12月21日（水）：静岡労政会館
①13:00②14:15③15:30④16:45　定員各3名 計12名
＊事前予約制
●申込・問合せ　
ライフサポートセンターしずおか中部　電話054-272-5430
予告：2012年3月に浜松市天竜区で実施予定

暮らし何でも相談から

復興支援
Ｔシャツ

講師　志村　孚城  氏
　　（日本早期認知症学会理事長）

講師　奥山 惠理子  氏
　　（浜松人間科学研究所所長）

労福協だより春号に掲載した
『それって詐欺よ！みんなに教えたくなる自己防衛術』
で紹介した悪質商法の手口の続編をご紹介します。

詐欺だったんだ～！！
やられた～！

ＬＳＣセミナーのお知らせ 申し込み・問い合わせは
各事務所まで
平日 月～金9:00～17:00ライフサポートセンターしずおか

暮らし
何でも相談 
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新潟大火
瞬間最大風速33.2メートルの強風にあおられ
た大火災は、7時間にわたり新潟市の中心部を
焼き尽くした。火災共済発足5ヶ月目に直面した
試練を乗り越え、貴重な経験を提案し“共済事
業の全国組織化”の気運を一気に高めた。

　

み
な
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。鈴
与
職
員
労
働
組
合
の
書

記
長
の
鈴
木
祥
郎（
ス
ズ
キ
ヨ
シ
オ
）で
す
。と
は
言
っ
て

も
、こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
今
は
、見
習
い
中
の
身
な

ん
で
す
が
・・・
。ち
な
み
に
現
在
の
肩
書
は
執
行
委
員
で

す
。

　

9
月
23
日
に
開
催
さ
れ
る
鈴
与
職
員
労
働
組
合
定
期

中
央
大
会
に
て
無

事
に
信
任
さ
れ

れ
ば
、「
労
福

協
だ
よ
り
‐
秋
号
‐
」が
出
る
頃

に
は
、労
働
組
合
で
の
肩
書
も
書
記
長

に
変
わ
り
清
水
地
区
労
福
協
の
事
務
局
長
も
仰
せ
つ

か
っ
て
い
る
事
で
し
ょ
う
。

　

実
は「
人
物
登
場
コ
ー
ナ
ー
」の
お
話
を
も
ら
っ
た
当

時
は
、ま
だ
鈴
与
職
員
労
働
組
合
に
専
従
と
し
て
着
任

し
た
ば
か
り
で
、毎
日
慣
れ
な
い
仕
事
の
引
継
に
苦
労

し
て
い
ま
し
た
。（
き
っ
と
今
も
苦
労
し
て
い
る
だ
ろ
う

け
ど
…
。）前
文
が
長
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、そ
ろ

そ
ろ
自
己
紹
介
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

労
働
組
合
に
専
従
と
し
て
着
任
す
る
前
は
、浜
松
で

山
本 

治
樹
（
元
、労
金
参
事
）

は
行
政
の
大
き
な
英
断
で
し
た
。

　

労
働
者
は
、ひ
と
た
び
火
災
に
遭
え
ば
、そ
れ
こ
そ
奈
落
の

底
、全
て
を
失
い
ま
す
。こ
れ
こ
そ
仲
間
の
助
け
合
い
が
必
要

で
す
。労
済
は
「
火
災
共
済
」事
業
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。創

立
間
も
な
い
頃
に
大
火
や
大
地
震
に
遭
遇
す
る
と
、屋
台
骨

が
折
れ
る
よ
う
な
事
業
経
営
の
存
亡
が
問
わ
れ
ま
す
。

　

最
も
有
名
な
の
が
発
足
5
ヶ
月
で
起
き
た
新
潟
大
火
で
し

た
。こ
の
大
火
で
労
済
に
加
入
し
て
い
た
世
帯
が
40
世
帯
で
、

共
済
金
の
支
払
金
額
が
1,
4
0
0
万
円
余
に
達
し
ま
し
た
。

手
持
ち
金
を
あ
わ
せ
て
も
3
8
0
万
円
程
度
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。共
済
金
支
払
い
に
さ
ま
ざ
ま
な
手
を
尽
く
し

ま
す
が
、思
う
よ
う
に
お
金
は
集
ま
り
ま
せ
ん
。最
終
的
に

は
、新
潟
県
内
の
主
要
な
30
の
労
働
組
合
が
連
帯
保
証
人
に

な
り
、労
金
か
ら
融
資
を
受
け
、共
済
金
の
支
払
い
を
完
了
し

た
の
で
す
。

　
こ
の
行
動
を
新
潟
の
労
働
者
は
高
く
評
価
し
、火
災
共
済

加
入
拡
大
運
動
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。「
負
債
は
い

つ
か
返
済
で
き
る
が
、労
働
者
の
信
頼
を
失
っ

た
ら
取
り
返
す
こ
と
は
出
来
な
い
」と
い
う

名
言
が
残
って
い
ま
す
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）

事業団体職員・労福協役員へ贈る

自主福祉運動の歩み
4回シリーズその

＊このコーナーは、県内23の地区労福協役員さんによるリレートークコーナーです。
　登場いただく方には職場委員を前に自己紹介している雰囲気で執筆いただきました。シェイシェイ

5
年
間
働
い
て
い
ま
し
た
。労
働
組
合
へ
専
従
と
し
て

赴
任
す
る
た
め
、先
日
、浜
松
支
店
の
方
が
送
別
会
を
開

催
し
て
く
れ
ま
し
た
。一次
会
は
無
難
に
終
了
し
、息
の

合
っ
た
先
輩
・
同
僚
と
二
次
会
に
繰
り
出
し
た
と
き
の
事

で
す
。お
酒
が
進
む
に
つ
れ
て
、お
互
い
の
夢
や
会
社
の

将
来
を
熱
く
語
っ
て
い
る
う
ち
に
、浜
松
で
過
ご
し
た
5

年
間
の
思
い
出
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
駆
け
巡
り
思
わ
ず

泣
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。（
し
か
も
、ポ
ロ
ポ
ロ
じ
ゃ
な
く

て
ワ
ン
ワ
ン
と
…
）

　

ま
た
、一般
的
に
、結
婚
式
で
は
新
婦
が
両
親
へ
宛
て

た
手
紙
を
読
む
と
き
に
、新
婦
が
涙
す
る
ん
で
し
ょ
う

が
、私
の
場
合
は
結
婚
式
の
準
備
も
妻
に
任
せ
っ
き
り

だ
っ
た
く
せ
に
、式
当
日
は
私
が
泣
く
始
末
。当
然
、会

場
は
笑
い
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。結
婚
式
で一番
の
見
せ

所
を
壊
さ
れ
た
妻
に
は
、今
で
も
事
あ
る
ご
と
に「
泣
き

虫
」と
チ
ク
チ
ク
言
わ
れ
ま
す
。

　

数
え
出
し
た
ら
キ
リ
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、自
分
で
は

「
泣
き
虫
」で
は
な
く「
感
動
し
や
す
い
性
格
」だ
と
割
り

切
っ
て
ま
す
。

　

そ
ん
な
私
が
、清
水
地
区
労
福
協
の
事
務
局
長
と
い

う
大
役
を
仰
せ
つ
か
っ
た
訳
で
す
が
、今
年
度
は
１
年
目

の
勢
い
と
若
さ
を
活
か
し
て
、清
水
地
区
の
労
福
協
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
だ
ま
だ
、労
働

組
合
の「
い
ろ
は
」も
分
か
ら
な
い
私
で
は
あ
り
ま
す

が
、今
後
と
も
温
か
い
目
で
見
守
っ
て
下
さ
い
。

新 企 画 新 企 画

　
「
暮
ら
し
が
大
変
な
と
き
は
、仲
間
が
助
け
る
」、先
人
達

が
労
金
を
創
っ
た
と
き
の
誓
い
で
あ
る
。そ
の
こ
と
が
如
実
に

示
さ
れ
た
の
が
、「
賃

金
遅
欠
配
融
資
」で
し

た
。賃
金
遅
欠
配
と
い

う
と
、労
働
者
に
とって
収
入
の
道
が
断
た

れ
る
死
活
問
題
で
す
。そ
こ
で
、地
域
の
労

働
組
合
や
上
部
団
体
の
連
帯
保
証
や
担

保
提
供
で
信
用
補
完
し
た
の
で
す
。ま
さ

に
仲
間
の
助
け
合
い
で
す
。

　
よ
う
や
く
衣
食
が
ど
う
に
か
と
い
う
当

時
に
あ
って
、高
い
家
賃
の
借
間
・
借
家
、長
く
持
た
な
い
バ
ラ
ッ

ク
住
宅
な
ど
、住
宅
の
悩
み
は
深
刻
な
も
の
で
し
た
。こ
の
よ

う
な
住
宅
難
を
少
し
で
も
良
く
し
よ
う
と
、労
金
は
住
宅
建

設
資
金
融
資
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

預
か
っ
た
預
金
は
長
く
て
期
間
1
年
、そ
れ
を
住
宅
建
設

資
金
融
資
の
よ
う
な
長
期
の
融
資
は
本
来
無
理
で
す
。そ
こ

で
融
資
希
望
者
に
事
前
に
積
み
立
て
を
要
請
す
る
と
と
も

に
、組
織
強
化
と
そ
の
資
金
需
要
に
応
え
る「
いっ
せ
い
積
立

（
組
合
員
が
退
職
ま
で
積
み
立
て
る
組
合
管
理
の
長
期
積

立
）」を
開
発
し
、長
期
の
資
金
調
達
の一助
と
し
ま
し
た
。「
窮

す
れ
ば
通
ず
」で
、な
ん
と
し
て
も
住
宅
難
を
克
服
し
よ
う
と

い
う
使
命
感
が
創
意
工
夫
を
生
み
ま
し
た
。

　

他
の
金
融
機
関
に
先
駆
け
て
こ
の
住
宅
建
設
資
金
融
資
の

敢
行
に
、 

静
岡
県
が
年
3.
6
5
%
の
利
子
補
給
を
つ
け
た
の

2地区労福協三役の
23区地区リレートーク人物登場 No.2

鈴木 祥郎さん
清水地区労福協事務局長

私
、泣
き
虫

な
ん
で
す
。

出身組織 ： 鈴与職員労働組合　
役 職 名 ： 書記長
①趣　味 ： スキューバーダイミング　ゴルフ
②家　族 ： 妻
③モットーとしていることは ： 常に仕事の棚卸
④最近感動したこと、嬉しく思ったこと ： 
　異動に伴う送別会で感極まって泣いてしまったこと
⑤最近失敗してしまったこと ： 
　酔っぱらって終電を乗り過ごしたこと 「いっせい積立」を開発し、長期の

資金調達の一助としました。

スズキ　　　ヨシオ
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島田・榛北
地区労福協

榛南地区労
福協

浜松市労福
協

　

榛
南
地
区
労
福
協
で
は
、８
月
３
日（
水
）に

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
い
た
だ
き
、役
員

を
対
象
に
し
た
健
康
セ
ミ
ナ
ー『
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
講
座
』を
実
施
し
ま
し
た
。地
区
労
福
協
役

員
を
中
心
に
　
名
の
参
加
が
あ
り
、静
岡
県
立

大
短
期
大
学
部
看
護
学
科
の
長
澤

准
教
授
に
講
義
を
お
願
い
し
ま
し

た
。

　
ス
ト
レ
ス
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

た
め
に
は
、過
剰
な
ス
ト
レ
ス
が
か

か
っ
て
い
る
こ
と
に
早
く
気
づ
く

こ
と
、自
分
に
合
う
ス
ト
レ
ス
対

処
法
を
見
つ
け
実
践
す
る
こ
と
が

大
切
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。講
義
で

は
、自
己
診
断
か
ら
は
じ
ま
り
職
場

で
の
対
処
方
法
や
予
防
方
法
に
つい
て

解
説
い
た
だ
き
、リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョン
と

し
て
呼
吸
法
や
筋
弛
緩
法
等
ス
ト
レ
ス

を
抑
え
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
方
法
な
ど
、

す
ぐ
に
実
践
で
き
る
実
技
も
講
義
の

中
に
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
今
、各
職
場
で
は
メ
ン
タ
ル
不

調
者
が
増
加
し
、心
の
健
康
の
大
切

さ
は
組
合
役
員
と
し
て
も
認
識
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。改
め
て
ス
ト
レ
ス
の
定
義
や
職
場
で

の
メ
ン
タ
ルヘル
ス
に
つい
て
理
解
を
深
め
、職
場

で
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
取
り
組
み
の
大
切
さ
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　　
　
（
田
嶋
）

　

浜
松
市
労
福
協
の
恒
例
行
事「
は
ま
ま
つ
労
福
協
ま
つ
り
」は

10
月
16
日（
日
）に
浜
名
湖
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
は
、東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
全
国
的
に
は
様
々
な
イ
ベン
ト
が
中
止
あ
る
い
は

縮
小
さ
れ
る
中
で
し
た
が
、実
行
委
員
会
で
は
、こ
の「
労
福
協
ま
つ
り
」を
開
催
す
る
こ

と
で
、被
災
地
への
支
援
活
動
に
少
し
で
も
繋
げ
て
い
く
こ
と
を
テ
ー
マ
に
開
催
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

当
イ
ベン
ト
は
、日
頃
忙
し
い
会
員
や
市
民
の
方
々
の
親

睦
と
交
流
の
場
と
し
て
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。今
年

も
、多
く
の
企
画
を
用
意
し
親
子
連
れ
で一日
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

会
場
の
浜
名
湖
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
ク
内
に
は
、露
店
テ
ン
ト
が

お
よ
そ
70
店
舗
、焼
そ
ば・フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト・ド
リ
ン
ク・
焼

き
物
・
揚
げ
物
な
ど
を
販
売
す
る
お
店
か
ら
、趣
味
を
生
か

し
た
雑
貨
類
・
衣
料
品
な
ど
を
販
売
す
る
お
店
な
ど
多
く

の
露
店
が
出
店
し
ま
す
。

　

子
供
達
に
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー（
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
オ
ー

ズ
）や
ミ
ニ
S
L
・
鮎
の
つ
か
み
取
り
や
親
子
工
作
広
場
な

ど
も
楽
し
め
ま
す
。ま
た
、ス
テ
ー
ジ
で
は
小
田
聡
美

（
元
O’s
の
姉
妹
デ
ュオ
）さ
ん
の
ラ
イ
ブ
も
行
い
ま
す
。

　
な
お
、今
回
は
東
日
本
大
震
災
への
支
援
活
動
と
し

て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
や
岩
手
県
物
産
販
売
な
ど
と

同
時
に
、募
金
活
動
も
取
り
組
み
ま
す
の
で
、ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
（
山
本
）

を実施 
『メンタルヘルス講座』

長澤准教授
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現
地
到
着
後
、ま
ず
小
名
浜
地
区
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
よ
り
諸
注
意
の
説
明
を
頂

き
、そ
の
後
2
班
に
分
か
れ
、保
育
所
の
側
溝

泥
掻
き
と
暴
風
林
内
の
ガ
レ
キ
撤
去
を
行
い

ま
し
た
。特
に
防
風
林
に
は
未
だ
多
く
の
ガ
レ

キ
が
放
置
さ
れ
津
波
の
凄
惨
さ
を
物
語
っ
て

お
り
、人
的
な
支
援
が
ま
だ
ま
だ
必
要
で
あ

る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
は
、「一人
で
行
く
機

会
や
勇
気
が
な
い
人
も
活
動
で
き
る
よ
い
き
っ

か
け
に
な
っ
た
」「
今
回
の
活
動
を
通
じ
て
感

じ
た
こ
と
を
家
族
や
友
人
・
職
場
へ
伝
え
て
い

き
た
い
」と
い
う
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。今
回

の
活
動
が
少
し
で
も
被
災
地
の
方
へ々の
手
助

け
と
な
り
、ま
た
参
加
者
の
意
識
や
想
い
を
よ

り
大
き
く
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
ら
と
て
も

嬉
し
い
限
り
で
す
。今
後
も
若
者
の
会
は
社

会
貢
献
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
き
た
い

と
思
い
ま
す
。                   （
牧
野
健
次
）

　

富
士
宮
地
区
労
福
協
若

者
の
会
で
は
、東
日
本
大
震

災
に
よ
る
復
興
支
援
活
動
の

一環
と
し
て
、7
月
23
日（
土
）

に
福
島
県
い
わ
き
市
小
名

浜
地
区
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
い
ま
し
た
。被
災
地

の
方
々
の
復
興
に
少
し
で
も

お
役
に
立
て
れ
ば
と
い
う
想

い
か
ら
こ
の
企
画
を
立
上

げ
、総
勢 

名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
　

日
深
夜
0
時
に
高
速

バ
ス
で
富
士
宮
発
、朝
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

深
夜
に
帰
っ
て
く
る
と
い
う

弾
丸
行
程
で
し
た
が
、気
候

に
も
恵
ま
れ
涼
し
い
中
で
活

動
が
で
き
ま
し
た
。

36

23

テき泥まキおる会かじきのけり嬉会と

いわき市小名浜でボランティア活動

富士宮地区
労福協

の
ご
案
内

〜
が
ん
ば
ろ
う
日
本
・
つ
な
が
ろ
う
日
本
〜

は
ま
ま
つ
労
福
協
ま
つ
り

第
　
回
26

　

7
月
29
日（
金
）午
後
6
時
8
分
。大
井
川
鉄
道
新
金
谷
駅
を
46

名
の
生
ビ
ー
ル
好
き　

を
乗
せ
た
列
車
が
汽
笛
と
と
も
に
力
強
く

動
き
出
し
ま
し
た
。地
区
労
福
協
の
夏
の
風
物
詩
と
なっ
た『
ふ
れ
あ

い
ビ
ー
ル
列
車
』の
出
発
で
す
。お
座
敷
列
車
の
車
内
に
は
20
歳
か

ら
70
歳
を
超
え
る
老
若
男
女
が
集
ま
り
、世
代
を
超
え
た
交
流
の
場

と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、心
地
よ
い
風
と
揺
れ
を
感
じ
な
が

ら
、ジ
ョッ
キ
片
手
に
大
井
川
沿
い
を
新
金
谷
駅
か
ら
千
頭
駅
ま
で
の

往
復
2
時
間
余
の
語
り
合
い
の
旅
で
し
た
。往
路
は
大
井
川
沿
い
の

夕
暮
れ
が
、復
路
は一転
し
て
暗
闇
が
窓
の
外
を
流
れ
、自
然
を
満

喫
し
な
が
ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。ま
た
、千
頭
駅
で
の

待
ち
時
間（
1
時
間

弱
）で
は
、地
元
特
産

品
の
買
出
し
や
駅
前
に

オ
ー
プ
ン
し
た
新
進
気

鋭
の
ア
ー
ト
を
楽
し
む

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

来
年
も
、ま
た
元
気

に
再
会
す
る
こ
と
を
約

束
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
家

路
へ
と
つ
き
ま
し
た
。 （

？
）

力
強

なっ
た『
ふ
れ
あ

に
は
20
歳
か

え
た
交
流
の
場

を
感
じ
な
が

千
頭
駅
ま
で
の

大
井
川
沿
い
の

れ
、自
然
を
満

、千
頭
駅
で
の大井川を行く。

ふれあい『生ビール列車』の旅

昨年の様子（露天）　 昨年の様子（ミニSL）　 



◆震災から５ヶ月たちますが、震災の情報を何度拝見しても心
が痛みます。ささやかではありますが、自分のできる協力／支
援を心がけています。被災地のみなさん、暑くて大変な時期と
おもいますが、身体に気をつけて、是非一歩一歩頑張っていた
だきたい。という気持ちでいっぱいです。　　　
　　　　　　　　　　　　　　沼津市　栗山　きふみ　様

◆東日本大震災の復興ボランティアで宮城県亘理町に行って
きました。今度は労福協から遠野市に行ってお手伝いしたいで
す。　　　　　　　　　　賀茂郡東伊豆町　藤井重子　様

◆被災地の事を忘れない事が今できる大事な事、そういう記
事が前回ありました。東海にすむ我 自々身の為にも、非常に大
切な心がけだと感じる今日この頃です。（中略）一人一人が真
の意味でそれを身近な事として再度覚悟し、想定し、準備をし
て日々の生活を送ることこそが、自分の為、家族の為、最終的
にはみんなの為になるのだろう、そう考えるようになりました。
　　　　　　　　　　　　浜松市南区　宮崎　交司　様

◆今回号は表紙が一面の写真となり、すごく目を引きました。新
企画の人物登場は興味深く読ませていただきました。勤労者
総合美術展も今まで知りませんでしたので、次回は観に行きた
いと思います。　　　　　　富士宮市　根本　大一郎　様

◆労金・労済の成り立ちを読んで先輩達が必死になって作っ
てくれた労働者のためのものだと知って感銘を受けました。私
達働く者の生活を守るための大切なものだと感じました。これ
からいろんな面で利用しようと思います。
　　　　　　　　　　　静岡市清水区　若月　秀文　様

〒４２０－０８５１　静岡市葵区黒金町５－１
県労福協「だより編集係」　
FAX ０５４－２７３－３１１０

E-mailは労福協ホームページの
郵便ポストをご利用ください。

○袋井市　　右島　康弘　様
○藤枝市　　大塚　富子　様
○湖西市　　沢田　菊江　様
○下田市　　江田　邦明　様
○島田市　　鈴木　悦次　様

（１）　A：５０回
（２）Ｂ：岩手県
（３）Ａ：ペットボトルの
　　　　　キャップ回収運動

応募総数76通の内、正解者の中から抽選した結果上記の方々
が当選されました。おめでとうございます。

あなたも労福協だよりにご意見、ご
質問をお寄せください。掲載させて
いただいた方には粗品をプレゼント！

答えをA・B・Cの中から選んでいただき、ハガキ・FAX・
E-mail の何れかでご回答ください。正解者の中から、抽選
で５名様に２ ，  ０００円のUCギフトカードを差し上げます。また、
ご意見・ご感想等をお寄せいただき、掲載させていただいた
方には粗品をプレゼントします。

応募先

クイズ  前回の答え 当選者

（１）ろうきんで開始した“あしなが育英会”東日本大震災・津波遺児募金は
　　A．毎回、窓口で現金を振り込む必要がある
　　B．毎回、窓口で振替手続きをする必要がある
　　C．事前手続すれば預金口座より自動振替される
（２）静岡県労福協が要請書を出した宛先は静岡県のどなたでしょうか？
　　Ａ．川勝県知事　
　　Ｂ．田辺静岡市長　
　　Ｃ．鈴木浜松市長
（３）10月16日（日）に開催される“はままつ労福協まつり”の会場は？
　　Ａ．日本平運動公園　
　　Ｂ．浜名湖ガーデンパーク
　　Ｃ．エコパ（小笠山総合運動公園）

ホームページからの応募も可能です

■締 切 日　２０１１年１１月３０日（水）まで　[消印有効 ]
■記載項目　①お名前　②電話番号　③郵便番号と住所
　　　　　　④クイズの答　⑤メッセージ

）うきん 開始した“あしなが育英会”東日本大震災 津波遺児募
ホームページからの応募も可能です

2,000円をゲット
す

ッッットト
しよう！

　私は、可愛い布を集めパッチワークで布小物を作ることが好きです。週
に１回仲間で集まり、口と手を動かし作品を作っています。またミュージカ
ル観劇も好きで、年に数回は夢の世界を観に行き目の保養をしています。 
袋井地区では年間を通し様々な活動をしていて、楽しく仕事をさせてい
ただいています。役員の方々はエネルギッシュな方が多く、お会いする度
にパワーを感じます。これからもご指導の程よろしくお願いいたします。

氏　名／鈴木 智子
血液型／ O型
趣　味／パッチワーク
        観劇

すずき　   ともこ

（袋井地区労福協担当）
事務局員紹介 袋井

電話054-203-6877　ＦＡＸ054-203-6878
〒422-8067　静岡市駿河区南町 11-22　労働会館３Ｆ

http://www.union-travel.co.jp/top.html
ＨＰより申し込み用紙をダウンロードしてお申し込みください。お申し込みは

（株）静岡ユニオントラベルで
QUOカード・UCカードの販売もしております！

　販売価格 
530円
500円券

　販売価格 
1040円
1000円券

　販売価格 
2000円
2000円券

　販売価格 
5000円
5000円券

　販売価格 
3000円
3000円券

　販売価格 
10000円
10000円券

レディメイドカード
（文字だけの印刷）
企業PR・各種記念（ホールインワン・退
職記念等）でのご利用に人気です。
名入れサービスで手軽にデザインカード
作成。額面は500円券から10,000円
券までの6種類。

オリジナルカード
（100枚以上からのオーダーメイド）

QUOカード

QUOカード

（株）静岡ユニオントラベルで
QUOカード・UCカードの販売もしております！

R o f u k u k y o  2 0 1 1  A u t um n   13

今から始める老い支度（4回シリーズ）
ＬＳＣしずおか西部・中東遠セミナー・講座案内

●参加費：各回500円 ●会場：浜松労政会館13：00～ ●申込・問合せ：コープしずおか（月～金9：00～17：00）電話0120（71）8107

氏 氏

氏
氏

10/22 10/29

11/16 11/23

登山家。NPO法人日本ヒマラヤン・アドベ
ンチャー・トラスト代表。NPO法人日本トレッ
キング協会会長。1975年、世界最高峰エ
ベレストに女性初の登頂に成功。92年に
は、女性で世界初の7大陸最高峰登頂者
となる。現在60か国の最高峰・最高地点を
登頂。内閣総理大臣賞など受賞多数。
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秋号
人と暮らし、環境に優しい福祉社会の実現

労福協だより

労福協だより

㈳静岡県労働者福祉協議会

県労福協 地域・地区代表者会議
全労済県本部第2回代表者会議
県司法書士会の取組み
ろうきん職員における災害支援の取組み
県知事へ要望書提出
地区労福協  新会長の紹介
ＬＳＣセミナーのお知らせと活動報告

新 企 画
事業団体職員・労福協役員へ贈る

自主福祉運動の歩み自主福祉運動の歩み
人物登場地区労福協三役の

23地区リレートーク
新 企 画

1811S002

全労済は、営利を目的としない保障
の生協として共済事業を営み、組合
員の皆さまの安心とゆとりある暮らし
をめざしています。出資金をお支払い
いただいて組合員になれば、各種共
済をご利用いただけます。

〒420-0839 静岡市葵区鷹匠2-13-4　☎054-254-1180

東部支所（共済ショップ沼津店） 〒410-0046 沼津市米山町11-24　　　　☎055-923-1755
中部支所（共済ショップ静岡店） 〒420-0839 静岡市葵区鷹匠2-13-4　　☎054-254-3312
西部支所（共済ショップ浜松店） 〒430-0929 浜松市中区中央3-15-37  ☎053-453-5888

先進医療にも、
入院・通院や手術にも
手厚い保障です。

医療安心タイプ
入院

月々の
掛　金

手術 先進
医療 通院 死亡

重度障がい

2,300円

私
、泣
き
虫

な
ん
で
す
。

県労福協 地域・地区代表者会議
全労済県本部第2回代表者会議
県司法書士会の取組み
ろうきん職員における災害支援の取組み
県知事へ要望書提出
地区労福協  新会長の紹介
ＬＳＣセミナーのお知らせと活動報告


